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 The e∬cd‘川water-repellulcy wiLh washing were studiecl∫‘｝r fabrics of l8 kinds.  Two

types of fluoro-pol. vmer solution on the mar］cet were used for tlit atcrr-repellent coating of

every sample

Ttle reclprocal relations bet;een the watcr-repellent agents ( A一 atid B一) and the snni・

plc fubrics were c］asslfied int〔〕foll・win99r〔川ps・

1 ) Both A一 and B一 agent are 'dvailable:Nylon 6Polyester PoE. vpropy.  lene NS;iool-Polyustcr

  blertded . ynrn and Modacrylic fabrics. 

2 ) Either of A一 and B一 agent is availnble

 a) A一 agent is avail:tb］e ( hydrophitic ) i Cotton Linen Ra｝;on.  and Co. on-t. inen blended

  :arn fabrics. 

 b) 13一 agent is available ( hydrophobic ): Polys・itt. vlchloride.  Acrylic.  ancl Acc・Latc fabrit:s. 

3) B‘｝th A-and B-agent are shghdyしユseflll(need a coating after 3 0r 4 dm《二s of

  w'tshings ) : Cotton-Polyest(tr blended yarn.  Silk and Woot fabrics

tl ) Both A一 and B一 agent ttre usetesf ( need a coatitisr uftcr each washing ): Xk'inyion Cup-

  ranLmonium rayon.  a.  nd Polyttosic fibei' fabrics. 

1. 緒言

 布地の防水加工は、今まで主として通気性を必要としない傘、テント、カバンなどの非衣料

分野に利用されていた。しかし、最近、通気性を維持しなから水をはじく性貿をもつ援水加工

が婦人服、背広、ネクタイ、ワイシャツ、コート、和服などの衣料分野に幅広く利用されるよ

うになってきた。

 これらに利用される加工剤にはシリコン系樹脂、パラフィン系ワックス、アルキルクロム化

合物. 一フッ素系樹脂などがあるe最近、特に多く使用されているフッ素系樹脂の擁水加工剤

(以下擁水剤という)はシリコン系樹脂に比べ、低い加⊥濃度で三水効果を発揮し、染色堅牢

性がよく、また、繊維同士がすべってしまう口ずれ性などの点で優れている1 。さらに、この

搬水剤は安価で市販されており、しかも家庭で手軽に擬水加工ができ、私たちの身近な衣料に

も数多く利用されるようになった、そこで、本研究は衣料用布地の数種類に、フッ素系樹脂を

主成分とする繊維用撲水剤でコーティングを施し、その擾水効果と洗たくの繰り返しでぐ搬水

度がどのように変化するかを比較検討した。

＊:第39fll日本家政学会中国・四国支部研究鑑表会ドド成4年10JJ 4 H、於llllI大学教育学部Nこて発表tt. 
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2. 材料および実験方法

 2・1. 試験布

 試験布は実験用自生地として市販(関西衣生活研究会)されている18種類を使用した。試験

布の品種、組成、組織、糸使いおよび密度は表1に示し、試験布No」6、17および18は混紡

繊維であり、糸使い表示のうちd(デニール)表示はフィラメント糸で、その他は紡績糸であ

る。

             表1. 試験用の白生地とその諸元

布
4
写

識
番

「
- 種 組 成 組織 糸 使 い

密度(本/c㎡)

タテ ヨコ

1 天 綿 100％ 平織 タテヨコ40/1 47×28
2

然
麻 100％ 平織 タテヨコ80/1 28×28

3 毛 100％ 平織 タテヨコ1/イ9 24×27
4

繊
絹 100％ 平織 タテ絹紡糸140/2 45×40

維 ヨコ絹紡糸 66/1 27×38
5 再 レ 一  ヨ ン 100％ 平織 タテ75d. ヨコ】20d 27×38
6 生

繊 ポリノジック ⊥00％ 平織 タテヨコ40ハ 24×34
7 維 キ ュ プ ラ 100％ 平織 タテヨコ40/1 30×34
8 半 アセテー ト 100％ 平織 タテ75dヨコ100d 32×42
9 合 ナイロン6 100％ 平織 タテヨコ70d 44×28

10 成 ポリエステル 100％ 平織 タテ50dヨコ75d 36×31
11 ● ア ク リ ル 100％ 平織 タテヨコ1/64 30×32
12 合 アクりル系 100％ 平織 タテヨコ2/30 35×17
13 成 ポリプロピレン 100％ 平織 タテヨコ24/1 22×22
14 繊 ビ ニ ロ ン 100％ 平織 タテヨコ30/1 25×29
15 維 ポリ塩化ビニル 100％ 平織 タテヨコ75d 32×35
16 混 綿/ポリエステル混紡綿35％ポリエステル65％ 平織 タテヨコ40/1 29×56
】7

紡
繊 綿ノ麻混紡 綿50％麻50％ 平織 タテ綿80/1ヨコ麻180/1 33×39

】8 維 毛/ポリエステル混紡 毛40％ポリエステル60％ 平織 タテヨコ2/30 15× 15

  糸使い表示のうち、d(デニール)表示は長繊維で、その他は紡績糸である、

 2・2. 擁水剤

 繊維用の防水加工剤として数多く市販されているスプレー式のフッ素系樹lj旨を主成分とする

擬水剤を2種類選ぴ、これらを以下A剤(商品名:繊維用防水スプレー)、B剤(商品名:繊

維用滞水スプレー、スコッチガード)とした。
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擾水処埋布地に対する洗たくの影響

 2・3. 実験方法

  2・3・1. 撰水加工法:試験布(約20em×20cm｝はそれぞれの布地ごとに6枚用意した。

この試験布はA、B各擬水剤に対して3枚宛使用し、以下の同一方法で試験に供した、まず、

擁二度試験装置の保持枠を取りはずし、試験布1枚をその保持枠に繊0)生じないように取り付

けネジで堅く止める。次に、この保持枠を垂直に置き、15cm離れた位置から三水剤を均等に浸

透するまでスプレーする。その後、室温で一昼夜自然乾燥、アイロン仕上げをして、二水度の

測定を行う。

  2・3・2. 擁水度の測定:擬水度の測定は、jlS規格(L. 1092)のスプレー式擾水

度試験装置(図1)を使用した. 
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図1. 擬水度試験装置
   (JIS L. 1092)

 試験官を保持枠に嫉が生じないように取り付け、スプレーの中心が枠の中心と一致するよう

にセツ1・して、水(27±2℃)250mlを漏斗に注入し試験布上に散イliする。次に、保持枠を

二上から外し、その一端を持って表側を下向きにして、他の端を軽くたたき余分な水滴を落と

す。その後直ちに、そのぬれ状態を図2の湿潤状態比較見本2！と表2の撲水度判定flゴ'を参照し

て. 100、90、80、70、5〔〕、0に最も近い点数で採点し、中間採点は採用しない;1'/. これらの操

作を試験布3枚について行い、その平均値の1桁をvし1捨五入した整数仙で擾水度とした。なお、

同一条件における擾水度測定3回の結呆は、ほとんど同一値が得られ、その平均値の信頼性は

あるものと考えられる。また、家庭用品品質表示法の表示項日で「擬水」と表示できるのは、
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擾水度が70以上と定められているので'1'、本実験もこれに基いて擾水効果の有無を判定した。

  2・3・3. 洗たく方法:コーティングした試験布の洗たくは次のように行った、毛、絹、

アセテートおよび毛/ポリエステル温紡の試験布には中性洗剤、その他の試験布には弱アルカ

リ性洗剤を使用した。洗たく機は、口立PS 5330型の二開式を使用した。洗剤濃度は中性洗剤

0。25％、弱アルカリ性洗剤0. 13％で、浴比は1:30とした. 洗い時間は常温水(27±2℃)3

分間、脱水2分間、流水すすぎ5分問、再び脱水2分間で行った、脱水後は1≒然乾燥、アイロ

ン仕上げをして、挺水浴試験を行ったtなお、この洗たくは家庭で・般に行われている方法で

ある。

100

70

90 80

    50

図2. 湿潤状態比較見本

e

表2. 機水度判定規準

擬水度 勾 容

0
0
0

 
5
7
80

90

too

表而及ひ裏面が全体に湿渕を示すもの。

表面全体に湿潤を示すもの。

表面の半分に湿澗を示し、小さい個々の湿潤が布を

浸透する状態を示すものu

表門に小さな個々の水滴状湿潤を示すものlt

表面に湿潤しないが、小さな水滴の付着を示すもの。

表面に湿潤や水滴の1寸着かないもの、、
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搬水処理布地に対する洗たくの影響

3. 実験結果および考察

 3・1. 未処理試験布の擾水霜

 18種類の試験布(表1＞は擾水コーティングする前に嬢水弾試験を行いその結果を表3に

示したが、ほとんどの試験布に擬水効果が認められない'Tしかし、ポリエステル、ポリプロピ

レン、ポリ塩化ビニルおよび毛/ポリエステル混紡の4試験布は未処理でも擾水度80の効果か

あった。これらの試験布は、合成繊維の中でも疎水性繊維といわれ、繊維構造分子自体に疎水

基を多く保持している5凌めに援水効果が認められる。しかし、他の試験布は繊維構造分子が

親水基を保持しているため、水分が繊維の内部まで透過し擬今度が低く、たとえ、その織糸間

隙が密の場合でも透湿抵抗は変化しないもの1:と考えられる。そこで、今日では、気体の流通

を保持しなから擬水性がある被服を構成するための布地として、織糸問や織目の空隙はそのま

ま残し布地および織糸表面を如水加工する方法が開発されている61。

 3・2. 撮水コーティング試験布の擾水度

 未処理試験布に市販2種類の擬水剤を別々にスプレーした後の、擢四度の結果を表3に示し

表3. 試験布の処理前と処理後の撞水法比較

韓験奪 品 屯不 未処理 A剤処理 B剤処理
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た。A剤処理の綿、アセテート、ナイロン6およびアクリルの擬水度は80～90で若:干低いか、

それ以外の試験布は気病度が100であった。一方、B剤処理はすべての試験布の擾水度が100の

効果を示した。

 3・3. 洗たくの撰水度に対する影響

 擾水コーティング試験布に洗たくを5回繰り返す問の擾水効果の変化を図3～12に示した。

  3・3・1. 天然繊維(綿、麻、毛、絹):天然繊維である綿、麻、毛および絹をA剤で

処理した結果を図3、B剤で処理した結果を図4に示した。綿はA剤処理した直後の揆水度が

90で、この値は1回洗たく後も変わらないしかし、その後機水度は減少するが5回洗たくで

擬水度70を保持し機水効果が認められる。一方、B剤処理では、2回洗たくで擬二度は70にな

り擬水効果を示すか、その後の洗たくで擾丁度は0になった。麻のA剤処理は1回洗たくで擾

水度100を維持し、その後擬水度は減少するか5回洗たく後においても70を保持し擁水効果を

示した。一方、B剤処理はA剤処理と対照的に1回洗たくで擾水度1〔〕0から80に低下し、2回

洗たく以降は擁水効果を失い、3回洗たくで搬水度が0になった。毛のA剤処理は1回洗たく

で穫同年100を維持し、その後減少し3回洗たくまで町域効果が認められる。B剤処理はA剤

処理同様、1回洗たくで機水度100を維持し2回洗たくまて降水効果を保持するが、3回洗た

く以降平水効果が失われた。絹はA剤、B剤処理共に11i」j洗たくから河水度は減少し、 A剤は

21〔ll洗たくまで、 B剤は3回洗たくまで擾水効果が認められる。 B呼処理の麻と絹の比較では、

麻の擬水引は洗たく回数の増加と共にほぼ直線的に最大の減少挙動を示し、絹の聖水度は洗た

く3回まで研水効果があり、天然繊維のうち最小の減少挙動を示した。
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翼3. 椴水加工天然繊維布(綿、麻、毛、絹)の

  洗たく回数と下水度との関係(A剤使用)
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図4. 擾水加工天然繊維布(綿、麻、毛、絹)の

   洗たく回数と擬丁度との関係(B剤使用)
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搬水処理布地に対する洗たくの影響

 これらの結果から、A剤処理の綿と麻は、繊維の組織表面が呼水剤成分と結合しやすい構造

を持っているために、親水性の水酸基を疎水性の基で封鎖し、携水効果が持続したと考えられ

る。これに対しタンパク質系繊維の毛は繊維表而がスケールで覆われているので、一時的には

擾水性を示すが、洗たく回数か増すにつれ、スケール構造の乱れで徐々に二水効果が低下する

と考えられる。次に絹は毛と同じタンパク質系繊維であるが、洗たくによる擬水度の減少は著

しかった、この絹は表面がフィブリル化しやすい71ために、洗たくを繰り返すことで繊維表面

の構造に乱れが起こりそれに伴って擬水剤膜の効果を失ったものと考えられる。

 天然繊維の擬水効果はA剤処理でセルu一ス系繊維に効果があり、タンパク質系繊維は2回

または3回の洗たく以降は効果がなかった。B剤処理もA剤の場合とほぼ同じような傾向で絹

を除いたすべての天然繊維に対して擬水効果がなかったrl

  3・3・2. 再生繊維(レーヨン、ポリノジック、キュプラ):再生繊維であるレーヨン、

ボリノジックおよびキュプラのA剤処理の結果を図5に、B剤処理の結果を図6に示した。

レーヨンをA剤で処理すると5回洗たく後も擾水効果が完全に持続するが、B剤で処理した時

は1回の洗たくで擬水回が80に、2回以降の洗たくでは0になり礎水効果が失われた。ポリノ

ジックとキュプラはレーヨンと対照的にA剤、B剤処理共に擾水効果の持続がなく. A剤では

1回で0に、B剤では2回で0になった

  3・3・3. 半合成繊維(アセテート)、合成繊維(ナイロン6、ポリエステル、ビニロ

ン):次に半合成繊維のアセテートと合成繊維のナイロン6、ポリエステルおよびビニロンの
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図5. 擬水加工再生繊維布(レーヨン、ポリノジッ

   久キュプラ)の洗たく単数と擾水駅との関
   係(A剤使用)
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図6. 二水加工再生繊維布(レーヨン、ポリノジッ

   ク、キュプラ)の平たく回数と下水度との関

   係(B剤使用)
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図7. 擾水加工半合成・合成繊維布(アセテート、

   ナイロン6、ポリエステル、ビニロン)の洗

   たく回数と導水度との関係(A剤使用)
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図8. 加水加工半合成・A成繊維布(アセテート、

   ナイロン6、ポリエステル、ビニロン)の洗
   たく回数と聖水度との関係(B剤使用)

A剤処理の結果を図7に、B剤処理の結果を図8に示した。アセテートは、 A剤処理直後の擾

水引が80で、完全な擬水効果を示さず、2回洗たくで三水度は0になった。一方、B剤処理は

5回洗たく後も擬水効果が完全であった。ビニロンはA剤、B剤処理直後の擬水度に多少の差

はあるが、洗たくの影響は同じパターンを示し、2回洗たくで擬水度50に低下した。また、ナ

イロン6とポリエステルもA剤、B剤処理共、5回洗たくの問完全な援水効果の持続が見られ

た。

  3・3・4. 合成繊維(ポリプロピレン、アクリル系、アクリル、ポリ塩化ビニル):ポ

リプロピレン、アクリル系、アクリルおよびポリ塩化ビニルのA剤処理とB剤処理の結果を図

9と図10に示した、ポリプロピレンは前記のポリエステルやナイロン6と同様に、5回洗たく

後も完全な擾水効果が認められる。アクリル系のA剤処理は2回洗たく後まで100を維持し、

4回洗たく後も70で擁水効果を示すが、5 ili i 1洗たく後擁水度か失われた。一方、 B剤処理は3

画洗たく後まで100で、5回洗たく後も90の1'分な墨水効果が認められる。アクリルはA剤処

理時、90の値か1回洗たく後でも保持されたが2回目以降から擾水効果が失われたt-t一方、B

剤処理は5回洗たく後も80で、十分な擾水効果が認められる。ポリ塩化ビニルはA剤処理で2

回洗たくまで完全な擾水効果を示すが、3回以降は減少し5回で搬水効果が失われた。一方、

B剤処理は、これと対照的に5回洗たく後もlooの擬水効果が持続した
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図9. 三水加工合成繊維布(アクリル、アクリル系、図10. 機水加工合成繊維布(アクリル、アクリル系

   ポリプロピレン、ポリ塩化ビニル〉の洗たく   ポリプロピレン、ポリ塩化ビニル)の出たく

   1111数と擬水度との関係(A剤使用)        回数と襟水度との関係(B剤使川)

  3・3・5. 混紡繊維(綿/麻、綿/ポリエステル、毛/ポリエステル):最後に、混紡

繊維をA剤で処理した結果を図1［に、B剤で処理した結果を図12に示した、混紡繊維のうち、

綿/麻混紡のA剤処理は、2回洗たく後までIOOを維持し、4回後80に低下するが治水効果は

有効であった。一方、B剤処理は1回洗たくで二水度70に低下し、2回以降は二水効果が失わ

れたtT綿/ポリエステル混紡のA剤処理は1回洗たくでは100で変化しないが、擬水効果が維

持されるのは3回後までであった。一方、B剤処理では1岡洗たくから減少し21則洗たくで棲

水効果が失われた。毛/ポリエステル混紡のA剤、B剤処理共に同じパターンで. 51E！1後まで

有効三水効果が持続した. また、綿/麻混紡の場合は4回洗たくまで有効であった、

 以上のことから、前記の図3、図4に示したように、A剤処理の天然繊維は絹以外、ある程

度の耐洗たく擁水性を示すが、B剤処理ではその程度が低い。また、ポリエステルは図7、図

8に示したようにA剤、B三共に優れた擬水効果が表れたが、綿との滉紡では耐洗たく性は必

ずしも有効に加味されないt. また、綿/麻混紡はB剤処理において有効性の低ドが早い。これ

らのことから、性質、形態の違った繊維の混紡は志水膜の均一一性が阻害されて、洗たくによる

膜の殿損が起こりやすくなると考えられる。しかし、毛は、ポリエステルとの混勧でA剤、B

剤処理共にその磯水効果が大きいことが認められる。これは、ポリエステルの混紡で、毛のス

ケール構造の殿損が抑制されるため、擬水膜の損失が少ないのかも知れないa
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図11. 二水加工混紡繊維布(綿/ポリエステル、綿/
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   度との関係(A剤使用)
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図12. 擁水加工混紡繊維布(綿/ポリエステル、綿/

   麻、毛/ポリエステル)の洗たく回数と擬水

   度との関係(B剤使用)

4. 要約

 試験布の擬水月が洗たくの繰り返しにより、有効値(70)より低くなる隈界を擬水剤別に整

理して表4に示した。それぞれの国警剤の効果と、布地の特性との関係を考えるために、コー

ティング布地の三水度が有効鍍水度(70)より低くなる洗たく回数の大小からその布地の耐洗

たく値を考え、1より7の評価値を」iえる。すなわち、111の洗たくで有効値に達しなくなっ

た場合を1、5回の洗たくでも、なお、100の擁水度を示すイli地を7とした。これらの値によ

り、A、 Bの擾水剤と布地との相互関係を表5に示した。その結果、試験布に対する機水剤の

適応性は4つのグループに分けて考えることかできる。すなわち、次のようである。

〔1)A剤、B剤共に耐洗たく値が5以上となるグループ:ナイロン6、ポリエステル、ポリプ

 ロビレン、毛/ポリエステル混紡. アクリル系布地

(2｝A剤またはB剤のいずれか一方のみで有効となるグループ

 a)A剤が有効な布地:綿、麻、レーヨン、綿/麻滉紡(親水性)

 b)B剤が有効な布地:ホリ塩化ビニル、アクリル、アセテート(疎水性)

(3｝A剤、B剤ともに、やや有効な布地(3～4回の洗たく後、再コーティングか必要):綿

 /ポリエステル混紡、絹、毛

(4)A剤、B剤ともに擬水性効果が少ない布地(各洗たくことにコーティングが必要):ビニ

 ロン、キュプラ、ポリノジック
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表4. 機水処理試験布の二三たく性

   (一水度70以上を有効判定の基準とする)

椴水荊 洗たく「. 回後 洗たく4回後 洗たく311後   洗たく2｝轍 洗たく111th

＝1 (1 o 170 〈70 〈7工1 〈70 ＜71〕  く70

 ヘ   レーヨン

    ・J-du:・ ti

    那リエスチル

    求リブロピレン

 B   アセテート

    ナイロン6

    ポワエステ膨

    ;k' ・iプVピレニ. 

    ポリ塩化ビ;ル

侵繍栗'; 鰯…

 麻

 綿

 毛/ポリエステル混紡

 アクリル

 ヤ. ク リ'レ系

 毛/ポリユステル混紡

'    f渤

アケリル系 毛          絹

綿/1霞艦紡   ポリ盆‘ヒビ＝」ル

   綿/ジド噴エステ辱」レ訓1紡

i一看

1'tke

毛

綿

綿/ポリエステル泥紡

艇効

ピニロr  キ＝プラ

v ' ^ ＋J IL・ :lft1 J f'・1'

   アセテート

麻    午プラ

し一コン   ボリノジ・'ク

ビ∴ロン

綿/u'i st紡

辱『

C辱←…働
酎洗ノ:く債; 7 6

.
 p

診

4 3 ウ
「

表5. 三水剤別の耐洗たく性評1面

   (耐洗たく性評価は表4の数値による)

試  験  布 A剤効果 B剤効果   訓

ナイロン6        7

ポリエスチル       7

ポリプロピレン      7

毛/ポリエステル混紡    6

アクリル系        5

ボリ塩. 化ビニル       4

綿            6

レーヨン           7

麻            6

アクリル          2

アセテート        1

綿/麻混紡        5

綿/ポリエステル混紡    4

毛           4

絹           3

ビニロン          2

キュプラ         】

ポリノジック       1

    7   14

    7   14

    7   14

    6   12

    6   ］1

    7   1］

    3    9

    2    9

    2    8

    6   8

    7    8

    2    7

    3    7

    3    7

    4    7

'……… ? 4
    1   2

    1    2

 なお、同じフッ素系樹脂を主成分とするA剤とB剤の擾水性付与性か大きく違うのは、メー

カーが意識f1勺にそのような結果を期待して発売しているのかどうかは、その詳細な紅成が不明

なので、究明は困難である。
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